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ITUAJより

　編集後記

　近年、桜の開花は卒業シーズンに早まってきたものの、入社・
入学と聞くと満開の桜が連想されます。
　４月を迎え、新年度が始まりました。
　小中学生の時には、席替え、クラス替え、担任の先生の異動
がこの時期の大きな関心事でした。自分は年度替わり以外にも、
引っ越しや通学区域の変更で小学校は3校に通いましたが、新し
い環境や友人との出会いについては、不安より楽しみの方が大
きかったように思います。

　ICT技術は様々な分野に応用されていますが、本号では「ICT
と婚活支援」を特集しました。出会いの機会を広げるマッチン
グアプリについて、背景と利用実態、課題と対策などについて、
異なる立場から寄稿いただいています。

　また、ITUジャーナル史上初めて、高校生（執筆当時）から寄
稿いただき、ロボカップジュニア世界大会への出場についての記
事も掲載しています。

　どうぞご精読ください。

編集委員より

　最近、国際標準化の世界に足を踏み入れました。どうぞよろしくお願

いいたします。この業界に関わって早々に、人材不足・固定化が課題で

あり、官民挙げた対策が進められている状況を認識いたしました。そこ

で、私が以前身を置いていた2つの業界（いずれもグローバル人材が豊

富でした）における採用や流動性の形を振り返ってみました。業界が違

えば事情も異なりますが、お仕事の合間の「箸休め」程度にお読みい

ただければ幸いです。

　1つは、ルールメイキングの場として共通点もあるオープンソースソフト

ウェア（OSS）界隈です。技術者は自らの専門性と需要を見極め、会社

の方針変更やヘッドハンティングを機に所属を変える「ジョブホッパー」

が少なくありません。開発者会合のたびに所属企業が変わっていることも

珍しくなく、ポータブルな技術を武器に企業間を渡り歩く姿が印象的で

した。昨今はAIの発展による職域の変化もささやかれる落ち着かない

界隈ですが、個人の技量が組織の壁を軽 と々越えさせる一例と言えます。

　もう1つは、私が東京大会で携わった国際スポーツイベント界隈です。

オリンピックは開催地が移り変わるため、その魅力に取りつかれた人々

は、開催地を追って世界を巡る「渡り鳥」のようなキャリアを形成します。

夏冬の五輪からアジア大会、W杯へと、組織委員会やIOC、コントラクター

などの立場を変えながら国を渡り歩くのです。多くの組織が時限的であ

るがゆえに、現職に励みながら常に次の大会のポストを探し、採用側も

それを狙うという特有のサイクルがあります。先日のミラノ・コルティナ

大会でも、かつての同僚たちがたくましく活躍していました。

　こうした「技術」や「イベント」を軸に境界を越えていく人々の姿を

思い返すと、標準化の世界もまた、官民や企業、国境の垣根を越えた

多様なキャリアパスが描ける可能性を感じます。新参者の私にはまだ見ぬ

景色ばかりですが、諸先輩方の背中を追いながら、この新しいフィール

ドでの役割を見つけていければと思います。

10年後の職場はどこか
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